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本レポートは、2025年に開催された「ビジネスで成果をあげるための仲間の創り方」ワークショップの対話
内容と講義資料、参加者から提出された回答を総合的に分析し、ビジネスにおける仲間づくりの要諦をまと
めたものです。参加者は着物スタイリスト、医療機器開発者、スマートシティ推進者、学生、飲食業、伝統工
芸従事者、営業代行者、コンサルタントなど多岐にわたり、目指す未来も「ニューヨークでショーをする」
「世界を旅したい」「工芸をスケールさせたい」「仲間づくりのノウハウを得たい」など多様でした。こう
した多様な背景の人々が、信頼・行動・知恵・商材をどう循環させて成果を生み出すかについて、講師の示
した理論と参加者の対話から重要な示唆が得られました。

講義では、社会やビジネスを支える4種類の経済（贈与経済、投資経済、融資経済、交換経済）と資本の3層
構造（経済資本・知的資本・社会関係資本）が紹介され、信頼を育む贈与経済が他の経済活動を支える基盤
であることが示されました。また、MITのシステム思考家ダニエル・キム氏による「成功の核理論（Core
Theory  of  Success）」として、良質な関係性→良質な思考→良質な行動→良質な結果という循環が説明さ
れ、成果は関係性の質に大きく依存することが強調されました 。参加者は自分自身の「好き」「得意」
「稼げる」「役立つ」の4要素が重なる部分を生きがいとして定義し（スライド12）、それを軸に多様な場へ
積極的に参加し、弱い紐帯を増やしながら深い協働へと絞り込むポートフォリオ型のネットワーク戦略を学
びました。

本レポートでは、講義内容の要点、参加者の声から浮かび上がったニーズ、仲間づくりを実践するための条
件やプロセス、デジタル活用のポイント、センターが提供する支援制度などを整理し、次なる行動に役立つ
提言をまとめています。約12,000字におよぶ詳細な分析を通じて、仲間づくりを「気合」や「偶然任せ」に
せず、科学的・戦略的に設計する方法を明らかにします。
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はじめに

ワークショップの概要

本ワークショップは、ビジネスを成功へ導く仲間づくりをテーマにした2時間強のセッションであり、講義と
対話が組み合わされた実践的なプログラムでした。参加者は港区立産業振興センターに集まり、まずチェッ
クインフォームに自分のニックネームや職業、セッションへの期待、制約のない未来への願望などを入力し
ました。講師の指導の下、スマートフォンやZoomを使ってリアルタイムに回答を共有し、その後小グループ
やオンラインのブレイクアウトルームで簡単な自己紹介と交流を行いました。これにより、参加者は互いの
背景や興味を知り、心理的な距離を縮めた上で本題に入ることができました。

実施方法と環境

会場は港区立産業振興センターのセミナールームで、Zoomを併用したハイブリッド形式で実施されました。
参加者はスマートフォンでQRコードを読み取り、フォームに必要事項を入力することで、AIが自動生成する
フィードバックメールを後日受け取れる仕組みでした。講師のレクチャーは、パワーポイントを用いながら
投影され、後日資料がメールで配布されることが予告されたため、参加者はメモに追われることなく対話に
集中できました。また、講義中に参加者の回答がリアルタイムで表示されるインタラクティブな仕組みが用
意されており、講師はその内容を即座に共有しながら進行を行いました。

参加者の背景と構成

今回の参加者は非常に多様で、着物スタイリスト、医療機器の開発者、中小企業診断士、スマートシティアク
ティビスト、地域活動家、学生、飲食業従事者、伝統工芸製造業者、営業代行者、コンサルタントなど、多
岐にわたる職種から集まりました。参加理由も「起業の際に協力してくれるメンバーを探したい」「仲間づ
くりのノウハウを学びたい」「工芸関連のコミュニティを広げたい」「営業支援が必要」「面白そうだから
参加した」「無という心境」など様々でした。将来的に実現したい願望は、ニューヨークでショーを開く、
世界を旅行する、工芸をスケールさせる、放浪する、自由な未来を想像する、といった幅広いものが挙げら
れました。こうした多様な参加者が集まることで、異業種・異分野の知見や価値観が交差し、新たな協働の
可能性が見えてきました。

基礎理論と講義内容の整理

四つの経済の循環と役割

講師は、ビジネスや社会の経済活動を４種類に分類し、それぞれが互いに補完し合いながら社会を発展させ
る仕組みを説明しました。東日本大震災や現在の世界各地の紛争など、大災害や社会環境の激変に直面した
際には、従来の交換経済や融資経済が崩壊し、ギブ（贈与）を基盤とする経済から立ち上がることが多いと
述べています。以下、それぞれの特徴をまとめます。

贈与経済と信頼の基盤

贈与経済は人に何かを無償で与える行為に基づく経済活動であり、災害後の復興やコミュニティ形成の初期
段階で機能します。直接的な見返りを求めない助け合いは、相手に対する信頼を育て、社会関係資本を蓄積
します。この信頼こそが、のちに投資や融資、交換へと発展していく際の土台になります。
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投資経済と不確実性への支援

投資経済は将来的な価値創造に対する支援であり、スタートアップ企業や新規事業に資金や知識を投じる行
為が該当します。成功確率が低いものもあれば高いものもあり、不確実性の大きさに応じて支援方法が変わ
ります。投資家が支える理由は、社会に新しい価値を生み出す可能性があるからです。

融資経済と行動資金

融資経済は銀行など金融機関によって資金が貸し出される仕組みで、確実性のある事業やプロジェクトに対
し資金を前倒しで提供します。返済や利息が約束されているため、行動資金としての役割を担い、ビジネス
の加速に寄与します。

交換経済と商材の磨き上げ

交換経済は商品やサービスを対価と交換する仕組みで、現代の市場経済の基礎です。価値を受け取る代わり
に相応の対価を支払うことが原則であり、価格や品質を通じて商材が磨かれていきます。会場では農産物や
手工芸品など物のやり取りが例として挙げられ、価値の交換を通じて他の経済活動が支えられます。

経済活動の循環と発展

これら4つの経済は互いに独立しているわけではなく、社会の状況や技術変化によって重なりながら循環しま
す。大きな災害や産業構造の変化によって交換経済や融資経済が機能しにくくなると、贈与経済が再び立ち上
がり、そこから投資や融資、交換が再構築されます。AIの進化によって知識に基づく仕事が変容するように、
技術革新も経済構造の更新を促します。重要なのは、どの経済も信頼や人間関係、知恵や行動と結び付いて
おり、バランスよく循環させることが社会の発展につながる点です。

ダニエル・キムによる成功の核理論

MITのシステム思考家ダニエル・キムは、組織の成功をもたらす４要素の循環「成功の核理論（Core  Theory
of Success）」を提唱しています。この理論では、「関係性の質」「思考の質」「行動の質」「結果の質」の
順に質が高まると、結果が再び関係性の質を高めるという好循環が生まれ、組織全体の成果が持続的に向上
すると説かれています 。

関係性の質と思考の質の連動

まず、組織内外の人々との関係性の質が高まると、信頼と尊重が育まれ、情報共有やコミュニケーションが
円滑になります。これにより、さまざまな視点や経験が結集し、集合知が生まれます。良質な関係性は、より
深い思考や多面的な考察を可能にし、課題を俯瞰的に捉える土壌となります。

集合知と行動の相乗効果

良質な思考は、計画やアクションの質を向上させます。参加者全員が意思決定に関わり、役割と期待値が明
確になることで、協働がスムーズになります。行動の質が高まれば、それに伴う成果も向上し、関係者の満足
度や信頼をさらに強化します。

結果の質が関係性を強化する

良い結果が得られると、関わった人々の自信と信頼が向上し、「また一緒にやろう」という動機が生まれま
す。このように、結果の質が関係性の質をさらに高めることで、次の思考や行動にも好影響を与えます 。
こうした循環が持続すると、組織やコミュニティは自律的に成長する力を持つようになります。
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要因リストの限界

ダニエル・キムは、従来の「成功要因リスト」だけでは成果を再現できないことを指摘しています。要因を
個別に挙げるだけでは、相互作用や因果関係を見落としがちであり、各要素のつながりを理解しなければ持
続的な成功は得られません。関係性→思考→行動→結果というループ全体を意識し、各段階を強化すること
が重要です。

資本の三層構造とビジネス成果

講義では、企業や個人が活用できる資本を「経済活動資本」「知的資本」「社会関係資本」の三層に分け、
それぞれの資本をバランスよく拡大・最適化して成果に還元することが示されました。スライドでは、経済
資本は収益や利益に、知的資本は気づきや経験に、社会関係資本は満足や幸福感に還元され、これらが統合
されることで社会全体の幸せを最大化できると説明されています。

経済活動資本

経済活動資本とは、お金や物質的価値など、直接的に事業運営に使える資産を指します。資金調達や設備投
資などはこの資本を活かす活動であり、適切に最適化することで収益や利益という成果が得られます。

知的資本

知的資本は、個人や組織が蓄積している知識やノウハウを意味します。専門知識や学習、研究開発などが含
まれ、これを拡大することは新しい気づきや経験を生み、企業の競争力向上やイノベーションにつながりま
す。

社会関係資本

社会関係資本は、信頼、評判、つながりといった非物質的な資源です。人間関係が豊かで信頼が厚い組織ほ
ど、困難な状況でも協力し合い、助け合うことができます。良質な関係性は顧客満足や従業員の幸福感を高
め、長期的な成果を生みます。

バランスシートと損益計算の視点

三層の資本は企業のバランスシート（BS）と損益計算書（PL）に対応しており、経済資本は収益や利益に還
元され、知的資本は気づきや経験として拡大し、社会関係資本は信頼や満足として蓄積されます。それぞれ
をバランスよく活用し、資本の循環を回すことで、社会全体の価値を最大化できると講師は説明しました。

参加者の対話から浮かぶインサイト

チェックイン回答に見る現状と課題

講義に先立ち、参加者はチェックインフォームに仕事や参加理由、制約のない未来への願望を入力しまし
た。これらの回答から、多様性と共通課題が浮かび上がります。

普段の仕事や役割

参加者の仕事は多種多様であり、着物スタイリスト、医療機器開発者、スマートシティ推進者、地域活動
家、伝統工芸製造者、学生、飲食店経営者、営業代行者、コンサルタント、人材開発の専門家などが含まれ
ました。すでに起業している人もいれば、起業準備段階の学生、任意活動に携わる人もいます。いずれも現
場で何らかのプロジェクトを推進しており、仲間を得ることが課題となっていました。

5



セッションへの期待

参加動機としては、「仲間づくりのノウハウを学びたい」「信頼できる協働者を見つけたい」「工芸コミュ
ニティを広げる方法を知りたい」「営業支援の仲間が欲しい」などが挙げられました。また、ある参加者は
単にテーマが面白そうだから参加したと回答しており、好奇心から参加した人もいます。「無の心境」と答え
た人もおり、具体的な期待がなくとも、新たな刺激や出会いを求めて来場した様子が伺えます。

選びたい未来

「もし本当に自由に未来を選択できるとしたら」という問いに対しては、ニューヨークでショーを開催した
い、世界を旅したい、放浪したい、工芸のイベントやランチ会、旅行、セミナーを着物で楽しみたい、地域
の結びつきを濃くして新しい動きを起こしたい、といった回答が寄せられました。また、家族や仲間と世界
を旅しながら友達を増やしたいと語る参加者もいました。ビジネスの成果のみならず、自己実現や家族との
時間を重視する人も多いことが分かります。

多様性と共通点

参加者の背景や願望は多様である一方、「一人で進めても前に進まない」と感じている点は共通しており、
仲間を得ることが成功への重要な鍵であると捉えています。特に「目的やゴールに共感し合える仲間」「失
敗したときに支え合えるメンバー」「Win-Winの関係」へのニーズが高く、関係性の質を重視する参加者が多
いことが分かります。

必要とされる仲間・コミュニティ像

参加者から寄せられた「今必要だと感じる仲間・コミュニティ」の回答を分析すると、大きく4つの要素に整
理できます。

多様性vs共通目的

ある参加者は「国籍も地域も分野も年代もバラバラな多様性が超大事」と回答し、さまざまなリーダーや分
野の人が集まることに価値を見出しています。一方で、「共通の興味と違う得意分野の仲間」や「目的や
ゴールに共感し合える仲間」といった声も多く、共通目的や価値観を共有するグループの重要性も指摘され
ました。この両立が仲間づくりの難しさであり、多様性から新しい視点を得つつ、目的を合わせて協働する
バランスが求められています。

補完関係と役割分担

多くの参加者は補完し合う仲間を求めており、「工芸をリデザインできる人」「技術を深掘りできる人」
「工芸を広めることを助けてくれる人」「ものづくりをしてくれる人」など具体的な役割が挙げられまし
た。医療機器開発者は技術関係や業界関係の仲間が必要と述べ、学生は起業の際に協力してくれるメンバー
を探していました。異なる専門を持つ人が協働することで、知的資本が増し、行動の質が高まることへの期
待が感じられます。

心理的安全性と信頼

「失敗したときに助けてくれるメンバー」や「価値観の違いを受け入れ、変化できる人との信頼関係が大
事」といった回答から、心理的安全性が重要な条件であることが見て取れます。また、「否定のないコミュ
ニケーション」や「Win-Winの関係が必要」という声もあり、率直に意見を交換し合いながら相互に尊重する
関係が求められています。
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仕組みとルールづくり

「まず仲間・コミュニティづくりの時間を作る」「技術関係や業界関係、地域関係だと思います」「あまり
会ったことのない人ともSNSなどで継続的につながる」「軽いイベントを開く」「お金でつながる関係は短
期的にしか機能しない」という回答から、仲間づくりには時間と仕組みが必要であることが分かります。単
に友達を増やすのではなく、目的や役割を共有し、無償と有償の境界や期待値を明確にすることで、関係を
長期的に維持できるのです。

行動傾向とマインドセット

参加者が次に踏み出す具体的な行動を尋ねた際の回答から、行動傾向が4つのタイプに分けられました。

行動拡大型

「イベントに参加する」「週に一人会う人を増やす」「とにかくたくさんの友に会いに行く」といった回答
は、行動量を増やし、接点を広げることを重視するタイプです。こうした参加者は、交流会やセミナーに積
極的に参加し、経験と人脈を広げながら仲間を見つけようとしています。次の課題は、増えた接点をどう選
別し、深い協働関係に発展させるかです。

内省準備型

「自分のやりたいことの整理」「パーパスやミッションから具体的な展開を始める」といった回答は、まず
自己の軸を明確にしようとするタイプです。やみくもに人に会う前に、自分が何をしたいのか、どんな価値
を提供できるのかを整理する段階にあります。自己理解が進むことで、共感し合える仲間と出会った際に迅速
に協働できるようになります。

デジタル実験型

「SNSでFor  You発信をしてみる」「オンラインサロンでのアイデア出しに生成AIに問いかけてみる」「SNS
を始めようかな」といった回答は、オンラインツールを積極的に試して仲間づくりに活かそうとするタイプ
です。実験的にデジタルプラットフォームやAIを活用することで、物理的な制約を超えて人との接点を増やす
ことができます。

迷い未接続型

「これは答えにくい」「思いつかない」と回答した参加者もいます。このタイプはまだ自分の一歩が見つか
らず、先に進むための支援や具体例が必要です。失敗への恐怖や完璧主義が行動を阻害している可能性があ
り、心理的な安全性やメンターのサポートが有効です。

仲間づくりの条件と戦略

自分軸と生きがいの明確化

仲間づくりの第一歩は、自分自身の軸を明確にすることです。講義では、好きなこと・得意なこと・稼げる
こと・役立つことの4要素が重なる部分を「生きがい」と定義し、それを軸にすることが提案されました。

生きがいの四要素

「好きなこと」はモチベーションの源泉であり、長期的に続けるための基盤となります。「得意なこと」は他
者よりも高いパフォーマンスを発揮できる領域で、貢献価値が高まります。「稼げること」は経済的な自立を
支え、持続的に活動を続ける上で欠かせません。「役立つこと」は社会や他者への貢献を意味し、社会関係
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資本を生み出します。これら四つの円が重なる領域を言語化し、深掘りすることで、仲間づくりの軸が明確
になります。

継続と実践の重要性

生きがいを言語化するだけでは不十分で、地道に実践し続けることが大切です。講師は、自身がお金の誘惑
に目がくらんで失敗した経験を共有し、好きでも得意でもない分野で稼ごうとした結果、大きな損失を出し
たことを語りました。逆に、自分の軸に沿った活動を続けている人は言葉に重みがあり、他者からの信頼を
得やすいと強調しました。継続的な実践が、仲間づくりにおける説得力を生むのです。

独自の強みと謙虚さ

参加者は、自分では当たり前のようにできてしまうことが他者にとっては価値があることを認識する必要が
あります。例えば、料理人が簡単に作れるメニューでも素人には難しく、AIや資料作りが得意な人のスキルも
同様です。こうした強みは2割程度の力でも他者に貢献できる可能性があり、フリーライドされないためには
有償と無償の境界を設定することが重要です。同時に、肩書きを誇示したりマウントを取ったりするのでは
なく、謙虚な姿勢で参加することで他者からの協力や情報が得やすくなります。

ポートフォリオ型ネットワークの構築

仲間づくりは狭い範囲だけに集中すると視野が狭くなり、広げすぎると管理できなくなります。講義では、
ダンバー数を意識した「関係性ポートフォリオ」の考え方が提案されました。最初は1,000人規模の接点を作
り、SNSなどで継続的につながる人は約300人、不定期のイベントで顔を合わせる人が100人、勉強会や研究
会に参加して一緒に学ぶ人が30人、共同施策やプロジェクトに発展する人が6人、事業開発に共に取り組む仲
間が2人、実際に事業を回すメンバーが1人、というように、段階的に絞り込んでいくイメージです。

広く接点をつくる

まずは異業種・異分野のイベントに参加する、SNSで情報交換をするなどして接点を増やします。これによ
り、多様な視点や新しいアイデアが得られ、思考の幅が広がります。ただし、この段階では互いの目的や価
値観が一致していないため、軽い交流に留め、相手に過度な期待をしないことが重要です。

イベントやコミュニティへの参加

興味関心が近い人々と継続的につながるために、勉強会や地域のコミュニティに参加します。オンラインより
もリアルな場で会うことで心理的距離が縮まり、信頼関係が築きやすくなります。例えば、港区立産業振興
センターでは「寄り道部」という月例イベントを開催しており、分野や職種を問わずフラットに交流できる
場を提供しています。

勉強会や研究会での学び

共通のテーマで学ぶ人たちと濃い関係を築く段階では、勉強会や研究会への参加が効果的です。ここでは参
加者のコミットメントが高く、思考の質も高まるため、共通の目的を持つ仲間と深い議論や実践ができま
す。

共同施策・プロジェクトへの発展

一定の相性や価値観の一致が確認できたら、共同施策やプロジェクトに発展させます。例えば、イベントの
共催やプロトタイプ制作など、小さな協働から始めることで互いの行動スタイルや責任感を確認できます。
最終的には事業開発や共同経営といった長期的な協働へ発展させることも可能です。

8



参加と貢献の在り方

仲間づくりの過程では、参加姿勢や貢献の仕方も重要なポイントです。

余白を確保する

多忙な日常では新しいチャレンジのための時間や心の余裕が不足しがちです。睡眠や休息を十分に取り、心
身ともに余白を作ることで、学びや出会いを取り込む余裕が生まれます。余裕がないときは、思考がネガティ
ブになりやすく、良い関係性を築くのが難しくなります。

未知への飛び込み

自分の興味範囲外のイベントや勉強会にも積極的に参加することで、新しい知見や人脈が得られます。実際
に参加してみて興味がないと分かればそれでも収穫です。未知の領域に飛び込むことがゼロをイチに変える
一歩であり、母集団を広げることにつながります。

感謝と贈与の循環

贈与経済を基盤とした仲間づくりでは、感謝を伝えることが重要です。「ありがとう」の一言や具体的な
フィードバックは、相手のモチベーションを高め、良い循環を生みます。感謝が形になればなるほど、相手
は貢献を続ける意欲を持ちます。

挑戦と前向きさ

「なんとかなる」「やってみよう」という前向きな姿勢は、人を惹きつけ、協働に勢いを与えます。逆に、ネ
ガティブで批判的な態度は関係性を壊し、共同作業から人が離れてしまいます。前向きな人には情報や支援
が集まりやすいのです。

境界設定とフリーライダー対策

無償で提供し続けると、いわゆるフリーライダー（ただ乗りする人）が現れるリスクがあります。講師は
「契約」「義理」「学び」のいずれかがある場合に全力を尽くし、それ以外は理由を尋ねると述べました。
相手に義理がなく、学びもないなら、有償や交換の条件を提示し、無理に引き受けないことが重要です。

自分らしく謙虚にいること

謙虚に他者の話を聞き、相手の経験や知見を尊重する姿勢は、関係性の質を高めます。肩書きを並べ立てる
のではなく、「得意なことはこれです」「学びたいことはこれです」と率直に表明し、他者を尊敬する姿勢
が協働を円滑にします。

バックキャスティングと計画

目標達成のためには、現状から目標に向かうだけでなく、未来から逆算して計画するバックキャスティング
の発想が有効です。

現状把握

まず、自分がどのような関係性や行動パターンを持っているか、現時点の結果がどうなっているかを整理しま
す。何がうまくいっていて、どこが詰まっているのかを把握することで、改善すべきポイントが明確になりま
す。
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望ましい未来像

次に、どのような仲間やコミュニティとどんな行動をして、どんな結果を得たいのかという未来像を具体的
に描きます。たとえば、「五年後に地方創生プロジェクトを推進する仲間と共に事業を立ち上げ、地域に新
しい価値を生み出す」といったイメージです。

逆算によるステップ設計

望ましい未来像が明確になったら、そこに至るためのステップを逆算します。半年後、一年後、三年後など
のマイルストーンを設定し、それぞれで達成すべき行動を定義します。こうすることで、目前のアクションが
長期目標にどのようにつながるかが分かりやすくなります。

ツールと環境の活用

SNSやオープンイベント、研修など、活用できるツールや環境を選定します。SNSでは「For  You」精神、す
なわち他人の役に立つ情報を発信しながら関係を築くことが推奨されます。また、有料の学習プログラムや
メンター制度を活用して、自分の視点を広げることも重要です。

デジタル活用とAIの役割

For YouとShow Meの違い

SNSで仲間づくりをする際には、「For You」（誰かの役に立つ発信）と「Show Me」（自己アピール中心の
発信）の違いを意識することが大切だと講師は述べました。自己アピール型の投稿は疲弊しやすく、共感や
信頼を得にくい傾向があります。一方、気づきや学び、他人に役立つ情報を共有する「For  You」型の発信
は、贈与経済を循環させ、信頼関係を構築する助けとなります。

SNSプラットフォームの使い分け

講師は各SNSの特性について、LinkedInは海外の人とつながるのに適しているが、日本人ユーザーはセールス
目的が多いと指摘しました。日本人中高年はFacebookを利用することが多く、若い世代はX（旧Twitter）や
Instagramを好みます。一方で、InstagramやTikTokは「見せる」場であり、ビジネスや信頼構築の場として
は使い方が難しいと解説しました。日本人はオンラインで見知らぬ人とつながることに慣れていないため、
SNSはあくまでリアルの出会いを補完するツールとして位置付けるのが有効です。

オンラインイベントとリアルイベント

オンラインサロンやウェビナーは、地理的制約を超えて知識や情報を共有できる利点があります。しかし、
日本人参加者はリアルに会ってからオンラインでつながる方が信頼を築きやすいことが多いと講師は指摘し
ました。対面で表情や雰囲気を共有し、その後オンラインで継続的につながるのが望ましい流れです。

生成AIによるシミュレーション

講師は、AIを活用して関係性や行動計画を整理する例として、対話型AIに自分の状況を入力し、現状分析やア
クションプラン生成を行うデモを示しました。ただし、AIのアウトプットを盲信せず、自分で考えることが前
提であり、結果は自己責任であることを強調しました 。AIはあくまで整理・補助ツールであり、最終的な
判断や行動は自分で行う必要があります。
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デジタルリスクとエチケット

SNSでは、詐欺やアカウント乗っ取りのリスクが存在します。講師は特にFacebookで見知らぬ綺麗なアカウ
ントから連絡が来る場合はスパムの可能性が高いと注意喚起しました。オンライン上でのつながり方やデー
タ管理を慎重に行い、個人情報やアカウントの安全を守ることも仲間づくりの前提条件です。

センターによる支援策と次のステップ

寄り道部と多様なイベント

港区立産業振興センターでは、月に一度「寄り道部」という交流イベントが開催されています。ここでは分
野や年代、肩書きを問わず人々が集まり、フラットに交流することができます。ゲストとしてLinkedIn
Japanの担当者や、大企業のコミュニティマネージャーなど多様な人材が参加しており、参加者は新たなつな
がりを得る機会が豊富にあります。参加費は無料で、飲み物代も負担されるため、純粋に人とつながること
に集中できます。

メンタリング制度の活用

センターでは、コワーキング会員（登録料は無料）向けにメンタリング制度を提供しており、講師や他の専
門家から30分程度の相談を受けることができます。利用料はコワーキングスペースの利用料450円のみで、月
3人まで無料でメンタリングを受けられます。講師はAIを活用して短時間で戦略レポートを作成するなどの支
援を行っており、事業や仲間づくりに行き詰まった際の相談窓口として有効です。

地域・分野を超えたネットワーク

センターではグローバルビジネスやファッションテックなど多様なテーマのイベントも開催されており、地
域や業界を超えたネットワークづくりに利用できます。こうした場は、既存の人間関係の範囲外で活躍する
人々と出会い、新しい発想やチャンスを得るための重要な場となります。地域創生やスタートアップ支援な
ど、特定のテーマに焦点を当てたイベントでは、同じ志を持つ人々が集まるため、深い協働関係につながり
やすいです。

セッション後の具体的な行動

最後の問いで参加者が挙げた「次なる小さな一歩」は多様ですが、「イベントに参加する」「SNSでFor  You
発信を試してみる」「仲間づくりの時間を確保する」「生成AIでアイデア出しを行う」といった具体的な行
動が多く見られました。このレポートを参考に、まずは自分の軸や強みを整理し、興味のあるコミュニティ
やイベントに参加し、For  You型の情報発信を始めてみることをおすすめします。また、迷っている場合はメ
ンタリング制度を利用して、プロからのアドバイスを受けると良いでしょう。

まとめと今後の展望

本レポートでは、ワークショップで提示された理論と参加者の対話を整理し、ビジネスで成果をあげるため
の仲間づくりの手法をまとめました。信頼を基盤とする贈与経済から始まり、投資・融資・交換へと発展す
る経済の循環や、ダニエル・キムの「成功の核理論」が示す関係性→思考→行動→結果の好循環は、仲間づ
くりにおいても重要な指針となります。チェックイン回答からは、多様な背景を持つ参加者がそれぞれに仲間
を必要としており、共通目的と補完関係、心理的安全性、仕組みづくりが求められていることが明らかにな
りました。

実践面では、自分の生きがいを明確にし、広い接点から徐々に絞り込むポートフォリオ型のネットワーク構
築が推奨されました。また、余白を持って未知に飛び込み、感謝を循環させながら前向きに行動すること、
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境界を設定してフリーライダーを避けることが大切です。バックキャスティングによる目標設定やSNSのFor
You発信、AIを使った計画整理など、現代ならではのツールも活用できます。最後に、港区立産業振興セン
ターの寄り道部やメンタリング制度など、地域の支援策を利用することで、継続的な学びとつながりが得ら
れます。

仲間づくりは偶然ではなく、意図的に設計し育てていくものです。本レポートが、読者自身のビジネスやプ
ロジェクトにおいて、新しい仲間と協働し、成果を創出するための道しるべとなることを願っています。

The Systems Thinker – What is Your Organization’s Core Theory of Success? - The Systems Thinker
https://thesystemsthinker.com/what-is-your-organizations-core-theory-of-success/
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